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中央構造線沿いに湧出する高塩分泉の起源　－プレート脱水流体起源の可能性につ
いての水文化学的検討－
Origin of saline waters distributed along the Median Tectonic Line in southwest Japan
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温泉起源流体としての変成流体を探索するために，西南日本の前弧域の中央構造線沿いに湧出する高塩分温泉において，
温泉水や付随ガスを採取し化学・同位体分析を行った。その結果，和歌山と四国地域で採取した温泉水試料から，現海水
や浅層地下水に比べて水素・酸素安定同位体組成の大きく異なる温泉を見出した。四国地域の温泉起源流体は，Li-B-Cl
相対組成や He同位体システマティクスから，続成流体の一つであることが確認された。一方，和歌山地域の温泉起源流
体は，続成脱水流体とは異なる Li-B-Cl 相対組成を示し，また高い 3He/4He比を有していることから，大分平野で得ら
れたものと同様，その起源が変成脱水流体にあると判断された。和歌山，大分の温泉起源流体と四国，宮崎のそれでは，
付随ガスの化学組成において前者が CO2に富むのに対して後者は CH4に富むという明瞭な違いが認められ，また，和歌
山と大分の付随ガスに含まれる CO2の大半が，沈み込み帯の火山ガスと同様に，海成炭酸塩に由来するものであること
が示された。さらにこれら起源流体の Li-B-Cl 相対組成は，続成脱水流体と火山性熱水流体のそれの中間的な値を示し
た。これらの結果は全て，和歌山と大分の温泉起源流体が，沈み込むフィリピン海プレートより脱水してきた変成脱水
流体であることを示唆しているものと考えられた。
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